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世界のタクト中高生と共演
ロロ自由

交
流
３
年
の
集
大
成
。
世
界
の
マ
エ
ス
ト

ロ
が
行
橋
に

―
―
。
国
際
的
な
指
揮
者
と
し
て
知
ら
れ
る
佐
渡
裕
さ
ん

（６０
）
が
、
交
流
を
続
け
て
き
た
み
や
こ
町
の
育
徳
館
中
学

・

高
校
管
弦
楽
部
の
前
で
タ
ク
ト
を
振
る

「奇
跡
の
コ
ン
サ
ー

ト
」
が
３１
日
、
行
橋
市
の
市
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
開
催
が
延
期
さ
れ
内
容
も
変
更
と
な

っ
た
が
、
世

界
を
精
力
的
に
飛
び
ま
わ
る
マ
エ
ス
ト
ロ
と
、
テ
イ
ー
ン
エ

ー
ジ
ャ
ー
の
本
格
的
な
共
演
に
注
目
が
集
ま

っ
て
い
る
。

交
流
の
き

っ
か
け
は
２
０
１

８
年
５
月
、
佐
渡
さ
ん
の
同
市

稲
童
で
の
講
演
だ
。
１３
年
に
熊

本
市
で
開
か
れ
た
公
演
の
際
に

佐
渡
さ
ん
と
懇
意
に
な

っ
た
原

田
脩
記
念
ギ
ャ
ラ
リ
ー
稲
童
館

主
の
植
田
義
浩
さ
ん
（
７４
）
が
、

講
演
に
招
い
た
。

当
日
、
同
部
が
ブ
ラ
ー
ム
ス

の
交
響
曲
を
歓
迎
演
奏
。
佐
渡

さ
ん
は

「プ

ロ
で
も
大
変
な
難

曲
に
ひ
た
む
き
に
向
か
う
姿
に

心
を
引
き
つ
け
ら
れ
た
」
と
、

自
ら
タ
ク
ト
を
取

っ
て
指
導

し
、
再
会
を
約
束
し
た
¨

そ
の
後
、
佐
渡
さ
ん
は
多
忙

な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
合
間
を
縫

っ
て
、
同
校
で
の
演
奏
指
導
や

講
演
な
ど
を
続
け
て
き
た
。
佐

渡
さ
ん
は

「育
徳
館
の
生
徒
の

演
奏
は
音
楽
学
校
の
演
奏
に
も

引
け
を
取
ら
な
い
」
と
、
１９
年

２
月
、
部
員
た
ち
に
向
け
て
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送

っ
た
。

「行
橋
の
街
に
音
楽
の
喜
び

を
与
え

、
活
性
化

に

つ
な
が

り
、
高
校
生
が
世
の
中
を
動
か

す
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
る

な
ら
共
演
し
よ
う
」

部
員
た
ち
は
期
待
に
応
え
よ

う
と
、
プ

ロ
で
も
手
ご
わ
い
と

さ
れ
る
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の

「第

九
」
な
ど
を
提
案
し
た
。

そ
の
後
の
市
な
ど
も
交
え
た

協
議
で
、^
昨
年
５
月
に
佐
渡
さ

ん
と
部
員

、
著
名

な

ソ
リ
ス

ト
、
市
民
公
募
の
合
唱
団
を
合

わ
せ
、
総
勢
１
５
０
人
に
よ
る

「第
九
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
企

画
さ
れ
、
合
唱
団
の
練
習
も
始

ま

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
実

施
は
見
送
り
に
。
市
民
ら
の
合

唱
団
も
日
の
目
を
見
る
こ
と
な

く
解
散
し
た
。
だ
が
、
佐
渡
さ

ん
は
部
員
ら
と
の
共
演
自
体
は

中
止
せ
ず
、
コ
ロ
ナ
後
を
見
据

え
た
延
期
を
提
案
。
そ
の
後

も
、
リ
モ
ー
ト
で
部
員
ら
に
指

導
を
続
け
た
。

今
回
、
市
側
の
全
面
協
力
も

あ
り
、
佐
渡
さ
ん
の
来
日
に
合

・

わ
せ
、
内
容
を
変
更
し
、
感
染

・

対
策
を
す
る
な
ど
し
て
実
施
が

決
ま

っ
た
。

３１
日
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

の

「
交
響
曲
第

５
番

」
が
披

露
さ
れ
る
。
市
立
行
橋
中

の

吹
奏
楽
部
を
佐
渡
さ
ん
が
初

指
導
す
る

コ
ー
ナ
ー
も
設
け

る
。
チ
ケ
ッ
ト
は
完
売
し
た
と

い
う
。

育
徳
館
の
管
弦
楽
部
長
の
高

校
３
年
神
明
里
さ
ん

（
１８
）
は

「佐
渡
先
生
に
直
接
教
え
て
い

た
だ
い
た
奇
跡
に
感
謝
し
な
が

ら
、
音
楽

の
感
動

を
伝
え
た

い
」
、
部
顧
間
の
皆
川
真
紀
主

幹
教
諭
（５４
）
は

「
３
年
間
の
成

果
を
出
す
こ
と
が
で
き
た
ら
」

と
話
し
た
。

佐
渡
さ
ん
は
取
材

に
対

し

「
こ
の
出
会
い
を
大
事
に
し
、

約
束
を
果
た
し
た
い
と
の
思
い

で
や

っ
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
で
悔

し
い
思
い
を
し
、
形
は
変
わ

っ

た
演
奏
会
に
な

っ
た
が
、
終
息

し
た
時
に
は
、
行
橋
市
民
の
合

唱
団
と
育
徳
館
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
と
も
に
第
九
の
演
奏
を
実

現
し
た
い
」
と
語

っ
た
。

（小
浦
雅
和
）

指
揮
者
・佐
渡
裕
さ
ん
、行
橋
で
き
ょ
う
育
徳
館
生
と

講演きっかけ コロナ禍、リモート指導

本番前の最後の指導をする佐渡裕さん=30日 、行橋市今井

さど 。ゆたか 京都市出身。同市立芸術
大でフルートを専攻。指揮は独学で、卒業

後に故バーンスタイン氏や小澤征爾氏に師

事。ウィーンを拠点に、欧州の一流オーケス

トラに多く客演を重ねている。国内では兵

庫県立芸術文化センター芸術監督などを務

める。2008～15年には「題名のない音楽会」

(テレビ朝日系)の司会者として、お茶の間

にも親しまれた。著書に「僕はいかにして

指揮者になったのか」 (新潮文庫)など。
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